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第
６
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
は
？ 

　
　
　
　
　

―
―
二
一
世
紀
の
国
際
秩
序
を
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
協
働
で 

　
　
　
　
　
　
　

作
る
ビ
ジ
ョ
ン

大
芝　
　

亮

１　

リ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

　

国
際
政
治
に
対
す
る
伝
統
的
な
見
方
（
リ
ア
リ
ズ
ム
）
で
は
、
国
際
政
治
の
主
役
は
国
家
で
あ
り
、
国
家

は
国
益
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
国
力
が
あ
り
、
国
力
の
な
か
で
も
っ
と

も
国
益
の
拡
大
に
寄
与
す
る
も
の
は
軍
事
力
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
国
際
政
治
は
国
家
、
特
に
軍
事
大
国

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
近
年
、
国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
（
行
為
主
体
）
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い
。
国
連
や
世
界
銀
行
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
機
関
、
経
済
・
情
報
分
野
で
圧
倒
的
な
影
響
力
を
も
つ
世
界
企
業
、
市
民
の
力
を
結

集
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
な
ど
が
国
際
政
治
の
動
向
に
多
様
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
国
際
関
係
論
で
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
。

　

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
理
論
で
は
、
国
家
や
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
が
多
様
な
利
害
を
調
整
し
、
協
調
的
な
行

動
を
継
続
し
て
い
く
仕
組
み
の
こ
と
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
。
国
家
や
非

国
家
的
ア
ク
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
価
値
観
や
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
相
互
に

そ
れ
ら
を
調
整
し
、
協
力
し
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
い

う
の
は
、
現
実
に
機
能
し
う
る
仕
組
み
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
、
理
論
的
に
、
そ
し
て
現
実 

世
界
で
の
事
例
に
照
ら
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
こ
の
講
座
で
の
お
話
の
目
的
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
、
よ
り
広
く
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
な
「
国
際
政
治
を

見
る
目
」
に
対
し
て
、
昨
今
の
国
際
政
治
状
況
は
い
か
な
る
課
題
を
提
供
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
考
え

た
い
。
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２　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
定
義

　

冷
戦
後
に
、
二
一
世
紀
の
国
際
秩
序
の
あ
り
方
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う

名
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
打
ち
上
げ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会
は
、
そ
の
報
告
書
（『
地
球
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
』）
に
お
い
て
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
の
は
、
個
人
と
機
関
、
私
と
公
と
が
、
共
通
の
問
題
に
取
り
組
む
多
く
の
方
法
の

集
ま
り
で
あ
る
。
相
反
す
る
、
あ
る
い
は
多
様
な
利
害
関
係
の
調
整
を
し
た
り
、
協
力
的
な
行
動
を
と
る

継
続
的
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
で
あ
る
」（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会 1995: 28

）。

　
「
個
人
と
機
関
」
と
し
て
、
国
家
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
が
国
際
政
治
に
参
加

し
、「
私
と
公
」
と
い
う
こ
と
ば
で
、
公
共
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）
の
問
題
に
公
私
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
取
り
組

む
仕
組
み
（
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
協
働
）
を
想
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
共
通
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
認
識
を

前
提
と
し
、「
利
害
関
係
の
調
整
」
を
「
継
続
的
」
に
行
う
仕
組
み
を
築
く
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。

　

か
つ
て
は
公
共
の
問
題
は
国
家
（
官
）
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
は
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
た
し
か
に
最
近
で
は
、
公
共
の
問
題
の
運
営
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
参
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加
す
る
機
会
も
増
え
た
。
し
か
し
、
相
変
わ
ら
ず
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
の
よ
う
な
資
格
で
公
共
の
問
題
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
正
統
性
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
は
、「
私
と
公
」
を
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
概
念
に
組
み
込
む
こ
と
で
、「
私
」
で
あ
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
公
共
を
め
ぐ
る
政
策
決
定
へ
参
加
す
る
こ
と
を
正
統
な
も
の
と
し
た
。

　

一
見
、
こ
の
よ
う
な
世
界
運
営
の
仕
組
み
を
構
想
す
る
こ
と
は
今
日
と
な
っ
て
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

思
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
反
対
の
考
え
方
を
取
る
人
は
今
も
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
国

際
政
治
は
国
家
中
心
、
特
に
大
国
中
心
で
運
営
さ
れ
る
、
第
二
に
、
国
際
政
治
で
は
国
家
の
安
全
保
障
は

基
本
的
に
軍
事
力
に
頼
る
し
か
な
い
、
第
三
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
が
、
も
っ
と
も
優
先
順
位
の

高
い
の
は
国
家
の
安
全
保
障
の
確
保
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
理
論
的
検
討

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
国
際
関
係
論
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的
検
討

が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
類
似
の
概
念
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
で
、
ガ
ヴ
ァ

ナ
ン
ス
の
意
味
を
明
瞭
に
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
は
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
（
政
府
）
の
相
違
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｏ
・
ヤ
ン
グ
は
、
ガ
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ヴ
ァ
メ
ン
ト
は
組
織
で
あ
り
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
は
制
度
で
あ
る
と
し
て
区
別
す
る
（
表
１
）。
組
織
と
は
ス

タ
ッ
フ
や
予
算
を
持
つ
物
理
的
実
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
制
度
と
は
ル
ー
ル
の
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
抽
象

的
な
も
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、
政
府
は
組
織
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
家
は
制
度
で
あ
る
。

企
業
は
組
織
で
あ
る
が
、
市
場
は
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
を
国
際
関
係
に
適
用
す
る
と
、
国
際
組
織
が
組
織

に
対
応
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
が
制
度
に
相
当
す
る
。

表
１

　組
織
と
制
度

組
織
（
物
理
的
実
体
）
制
度
（
ル
ー
ル
の
セ
ッ
ト
）

政
治

政
府

国
家

経
済

企
業

市
場

国
際
関
係

国
際
組
織

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

出
所
：O

ran Y
oung, International G

overnance, chapter one

よ
り
筆
者
作
成

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
際
政
治
に
お
い
て
安
定
し
た
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
単
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純
に
国
連
と
い
う
国
際
「
組
織
」
を
強
化
す
れ
ば
足
り
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
な
る
。
む
し
ろ
国
連
と
諸
ア
ク
タ
ー
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
制
度
）
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
国
連
が
弱
体
だ
か
ら
世
界
が
平
和
で

な
い
と
は
考
え
な
い
。

　

第
二
に
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
の
関
係
で
あ

る
。
か
つ
て
は
、
強
力
な
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
（
政
府
）
が
存
在
す

る
こ
と
で
は
じ
め
て
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
（
国
の
状
況
）
も
安
定
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。
図
１
で
「
従
来
の
考
え
方
」
と
し

て
示
す
斜
め
の
軸
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
で
は
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
と
ガ

ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
区
別
す
る
。
そ
の
結
果
、
図
１
で
い
う
第
二

象
限
と
第
四
象
限
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
第
二
象
限

は
、
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
（
こ
の
場
合
、
世
界
政
府
）
は
弱
体
で
あ
っ

て
も
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
（
世
界
の
状
況
）
は
安
定
し
て
い
る
可
能

図 1　ガヴァナンスとガヴァメント

出所：James Rosenau and Otto Czempiel eds., Gover-
nance without Government, chapter one より筆
者作成

ガヴァナンス（世界の状況） 

良     従来の考え方 

○ 

弱体/不在             強力/存在 ガヴァメント（世界政府） 

✕ 

悪 
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性
を
示
す
。
国
連
を
強
化
し
て
、
世
界
政
府
の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
け
ば
世
界
が
安
定
す
る
、
と
い
う

よ
う
な
考
え
方
は
採
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
具
体
的
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
複
数
の
国
家
が
政
策
協
調
を
進
め
る
こ
と
で
世
界
を
安
定
的
に
運
営
で
き
る
と
い
う

考
え
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
、
恒
常
的
な
事
務
局
を
持
た
ず
、
国
連
な
ど
の
よ
う
な
国

際
組
織
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
超
国
家
性
を
志
向
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

世
界
政
府
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
お
よ
そ
強
力
な
存
在
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
体
制

は
世
界
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

　

他
方
、
第
四
象
限
は
、
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
（
世
界
政
府
）
の
権
限
を
強
化
し
、
強
力
な
も
の
に
し
て
い
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
（
世
界
の
状
況
）
は
か
え
っ
て
望
ま
し
く
な
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
行
政
府
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
委
員
会
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
事
務
局
の
権
限
強
化
は
進
め
ら
れ
る
も
の
の
、
Ｅ
Ｃ
委
員

は
、
各
国
の
国
民
が
直
接
に
選
出
す
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
決
定
の
仕
組
み
は
、
民
主
主
義
と

い
う
尺
度
か
ら
見
る
と
、
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
統
治
能
力
、Governability

）
の
相
違
に
つ
い
て
で
あ

る
。
国
家
レ
ベ
ル
で
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
概
念
に
つ
い
て
、
世
界
銀
行
は
、
一
九
八
九
年
の
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
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に
関
す
る
報
告
書
に
お
い
て
、
透
明
性
、
説
明
責
任
性
、
法

の
支
配
、
公
共
部
門
の
効
率
的
運
営
の
四
つ
の
要
素
か
ら
構

成
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
地
域
紛
争
が
頻
発

し
、
そ
の
後
、
復
興
支
援
・
平
和
構
築
が
国
際
社
会
の
課
題

と
な
る
と
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
は
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
対

比
さ
れ
、
統
治
の
健
全
性
を
意
味
す
る
側
面
が
重
視
さ
れ
る

（
図
２
）。
た
と
え
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
治
安
部

門
（
国
軍
・
警
察
）
改
革
（Security Sector Reform

）
で
は
、

国
軍
や
警
察
の
能
力
向
上
だ
け
で
な
く
、
組
織
の
体
質
改
善
、

す
な
わ
ち
腐
敗
な
ど
の
な
い
健
全
な
体
質
へ
の
改
善
も
、
重

要
な
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
腐
敗
し
た
ま
ま
国
軍
・
警

察
を
強
力
な
も
の
に
す
る
こ
と
（
第
Ⅳ
象
限
）
は
、
腐
敗
し
た

ま
ま
で
は
あ
る
も
の
の
、
弱
体
な
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

国
軍
・
警
察
（
第
Ⅲ
象
限
）
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
悪
い
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

図 2　統治能力と統治の体質

＊筆者作成

良

体質

II      I  

弱体             強力  能力

III     IV   

悪 
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４　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
具
体
的
事
例

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

こ
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
現
実
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
は
枠
組
み
条
約
の
発
想
と
似
て
お
り
、
少
し
ず
つ

部
分
的
に
形
成
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
た
具
体
的
制

度
を
取
り
あ
げ
た
い
。

世
界
銀
行
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル

　

世
界
銀
行
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
（
査
閲
パ
ネ
ル
）
と
は
、
世
界
銀
行
が
融
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
な
る
地
域
住
民
や
住
民
を
代
表
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
異
議
申
し
立

て
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
イ
ン
ド
で
の
ナ
ル
マ
ダ
・
ダ
ム
反
対
運
動
を
契
機
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年

代
後
半
、
イ
ン
ド
政
府
は
世
界
銀
行
等
か
ら
融
資
を
得
て
ナ
ル
マ
ダ
・
ダ
ム
建
設
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
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し
か
し
、
大
量
の
住
民
に
対
す
る
強
制
移
住
が
計
画
さ
れ
、
ま
た
自
然
環
境
へ
の
甚
大
な
悪
影
響
が
予
想

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
地
住
民
は
強
力
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
呼
応
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
中
央
政
府
へ
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
、
世
界
銀
行
理
事
会
で
は
、
各
国
政
府

の
理
事
は
、
イ
ン
ド
政
府
に
よ
る
ナ
ル
マ
ダ
・
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
疑
問
を
投
げ
、
世
界
銀
行

に
よ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
融
資
を
停
止
し
た
。

　

そ
れ
で
も
イ
ン
ド
政
府
は
、
ナ
ル
マ
ダ
・
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
己
資
金
で
進
め
た
。
し
か
し
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
の
準
備
過
程
か
ら
関
わ
り
、
融
資
を
承
認
し
て
い
た
世
界
銀
行
事
務
局
に
と
り
、
理

事
会
に
よ
る
融
資
停
止
決
定
は
大
打
撃
で
あ
っ
た
。
世
界
銀
行
事
務
局
は
、
こ
の
よ
う
な
大
失
敗
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
住
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
を
受
け
付
け
る

こ
と
と
し
、
一
九
九
三
年
九
月
、
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
が
設
立
さ
れ
た
。

　

地
域
住
民
あ
る
い
は
こ
れ
を
代
表
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
世
界
銀
行
融
資
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
異
議

申
し
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
申
し
立
て
が
行
わ
れ
る
と
、
世
界
銀
行
理
事
会
で
、
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
を
設
立
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
が
設
立
さ
れ
た

場
合
は
、
三
名
の
査
閲
官
が
調
査
を
行
い
、
世
界
銀
行
理
事
会
に
報
告
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
理
事
会

で
融
資
継
続
の
是
非
を
審
査
す
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
要
請
が
な
さ
れ
て
も
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
の
設
置
が
必
ず
決
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
も
、
世
界
銀
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
融
資
が
停
止
さ
れ
る
わ

け
で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
中
国
の
西
部
貧
困
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ

ネ
ル
の
設
置
が
要
請
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
最
終
的
に
一
九
九
九
年
六
月
、
世
界
銀
行
理
事
会
は
融
資
停

止
を
決
定
し
た
。
中
国
は
こ
の
状
況
を
み
て
、
世
界
銀
行
へ
の
融
資
申
請
を
撤
回
し
、
自
己
資
金
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
世
界
銀
行
が
融
資
を
停
止
し
た
場
合
、
小
国
で
あ
れ
ば
他
の
資
金
が
確
保
で
き

な
い
限
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
よ
う
な
大
国
は
、
世

界
銀
行
が
融
資
停
止
を
決
定
し
て
も
、
自
己
資
金
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
だ
け
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
見
直
し
を
求
め
る
と
い
う
点
で
は
限
界
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
世
界
銀
行
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
は
、
世
界

銀
行
と
い
う
国
際
組
織
と
地
域
住
民
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
ア
ク
タ
ー
を
結
び
つ
け
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
異
議

申
し
立
て
制
度
と
い
え
る
。
民
主
主
義
の
制
度
が
発
展
し
た
国
で
あ
れ
ば
、
行
政
不
服
訴
訟
な
ど
の
国
内

制
度
が
発
達
し
て
い
る
が
、
開
発
途
上
国
に
お
い
て
十
分
な
異
議
申
し
立
て
制
度
が
な
い
場
合
に
、
世
界

銀
行
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
が
そ
の
代
替
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。
加
え
て
、
世
界
銀
行
の

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
や
日
本
の
開
発
援
助
機
関
も
同
様
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の
制
度
を
設
立
し
、
世
界
銀
行
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ネ
ル
は
波
及
効
果
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
と
対
人
地
雷
禁
止
条
約

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
部
分
的
な
制
度
の
例
と
し
て
、
紛
争
の
分
野

に
お
け
る
対
人
地
雷
禁
止
条
約
が
注
目
で
き
る
。

　

一
九
九
二
年
一
〇
月
、
六
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
地
雷
禁
止
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（International Cam

paign to 

Ban Landm
ines: ICBL

）
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設
立
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
が
対
人
地
雷
禁
止
条
約
の
成
立
過
程

で
採
用
し
た
戦
略
・
戦
術
は
、
そ
の
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

足
立
研
幾
の
分
析
（
足
立
研
幾 2009

）
を
参
考
に
す
る
と
、
次
の
四
つ
の
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
は
、
地
雷
問
題
を
安
全
保
障
問
題
で
は
な
く
人
権
問
題
と
し
て
位
置
付
け
、
ま
た
、

対
人
地
雷
の
制
限
で
は
な
く
禁
止
を
目
指
し
た
。
当
時
、
人
権
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
で
あ
れ
ば
と
も
か

く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
軍
縮
問
題
に
関
わ
る
こ
と
へ
の
反
感
は
強
か
っ
た
。
安
保
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

素
人
だ
と
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ど
こ
を
交
渉
の
場
と
し
て
用
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
は
戦
術
を
展
開
し
た
。

　

米
国
は
、
地
雷
禁
止
問
題
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
（
六
五
カ
国
）
で
議
論
す
べ
き
と
主
張
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し
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
で
は
、
中
国
や
ロ
シ
ア
も
参
加
し
て
お
り
、
か
つ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
が

採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
対
人
地
雷
禁
止
条
約
が
成
立
す
る
見
込
み
は
低
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
を
交
渉
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
は
カ
ナ
ダ
政
府
と
協
議
し
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
対
人
地
雷
禁
止
を
支
持
す
る
国
だ
け

で
会
議
を
進
め
る
方
針
に
基
づ
き
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
オ
タ
ワ
会
議
を
開
催
し
た
。
オ
タ
ワ
会
議
に
は

五
〇
カ
国
が
参
加
し
、
二
四
カ
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
れ
に
国
際
機
関
や
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ

や
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
赤
十
字
）
な
ど
も
参
加
し
た
。

　

第
三
に
、
カ
ナ
ダ
ほ
か
の
対
人
地
雷
禁
止
条
約
を
支
持
す
る
国
は
、
地
雷
被
害
国
に
対
し
て
会
議
参
加

の
た
め
の
財
政
支
援
を
提
供
し
、
参
加
国
数
を
増
大
さ
せ
た
。
小
国
に
財
政
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

参
加
国
数
を
拡
大
さ
せ
る
手
法
は
、
捕
鯨
問
題
な
ど
で
も
見
ら
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
条
約
・
協
定
を
作
成
す
る
と
き
に
用
い
る
戦
術
の
一
つ
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
術
を
用
い
る
な
か
で
、
一
九
九
七
年
に
は
オ
タ
ワ
・
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
国
は
増
大

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ボ
ス
ニ
ア
な
ど
も

オ
タ
ワ
・
プ
ロ
セ
ス
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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第
四
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
は
、
対
人
地
雷
に
よ
る
被
害
の
惨
状
を
具
体
的
事
実
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
訴
え
る

戦
術
を
採
用
し
た
。
と
い
う
の
も
、
対
人
地
雷
を
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
り
、
か
つ
合
法
的
な

兵
器
で
あ
る
と
主
張
す
る
国
に
対
し
て
、
対
人
地
雷
は
非
人
道
的
で
あ
り
、
全
廃
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て

も
、
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
る
だ
け
と
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
が
採
用
し
た
戦
術
は
、
そ
の
後

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

５　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
新
た
な
挑
戦

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
す
る
考
え
方
へ
の
反
発
も
強
ま
っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
の
国
は
、

二
〇
一
五
年
九
月
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
採
択
し
た
。
そ
こ

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
大
国
や
小
国
が
協
調
す
る
多
国
間
主
義
や
多
様
な
公
私
の

ア
ク
タ
ー
が
協
働
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
の
活
用
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
自
国
第
一
主
義
を
掲
げ
、
多
国
間
主
義
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
拒
否
す
る
。
二
〇
一
七
年
六
月
、
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気
候
変
動
へ
の
国
際
的
な
取
り
決
め
で
あ
る
パ
リ
協
定
（
二
〇
一
五
年
成
立
）
か
ら
の
離
脱
表
明
は
、
こ
う

し
た
態
度
を
示
す
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
貿
易
や
投
資
な
ど
、
経
済
活
動
に
つ
い
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
自
国
第
一
主
義
を
掲
げ

る
。
自
由
貿
易
は
、
本
来
は
、
経
済
的
強
国
に
と
り
有
利
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
由
貿
易
協
定

か
ら
ア
メ
リ
カ
が
得
る
と
こ
ろ
は
実
に
大
き
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
二
〇
一
七

年
一
月
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
か
ら
離
脱
す
る
た
め
の
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。

ま
た
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
と
米
国
に
よ
る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
に
つ
い
て
も
、
強
引
に
再

交
渉
を
要
求
し
、
二
〇
一
八
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
に
と
り
よ
り
有
利
な
も
の
に
修
正
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

加
重
投
票
制
度
に
よ
り
圧
倒
的
な
投
票
権
を
有
し
て
い
る
世
界
銀
行
に
対
し
て
も
、
対
中
国
融
資
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
も
、
自
国
第
一
主
義
お
よ
び
国
内
政
治
優
先
の
態
度
で
臨
む
。
ま

ず
、
北
朝
鮮
核
開
発
問
題
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
の
要
請
が
あ
る
と
は
い
え
、
も
っ
ぱ
ら
米
国
・
北
朝
鮮
の

二
国
間
交
渉
で
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
九
年
、
北
朝
鮮
が
近
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
と
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
届
く
ミ
サ
イ
ル
で
な
い
か
ぎ
り
、
近
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は

問
題
な
い
と
し
た
（
二
〇
一
九
年
七
月
）。
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
は
北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
維
持
す
る
た
め
の
外
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交
的
言
辞
と
い
う
意
味
が
あ
る
も
の
の
、「
核
の
傘
」
に
頼
る
日
本
政
府
に
対
し
て
、「
核
の
傘
」
は
東
ア

ジ
ア
に
は
届
か
な
い
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
と
の
核
合
意
破
棄
も
中
東
情
勢
に
大
き
な
不
安
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
こ
の
合
意
は
二
〇
一
五

年
七
月
に
米
英
仏
独
中
と
イ
ラ
ン
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
イ
ラ
ン
が
核
開
発
を
抑
制
す
る
代
わ

り
に
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
緩
和
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

イ
ラ
ン
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
よ
り
強
化
す
べ
き
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
五
月
、
イ
ラ
ン
と
の
核
合
意
を

離
脱
し
た
。
そ
の
狙
い
は
、
二
〇
二
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
票
お
よ
び
保
守
的
な

キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の
支
持
確
保
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
国
際
社
会
の
平
和
の
問
題
よ
り
も
国
内
政
治
を

優
先
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
七
月
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
同
様
の
思
考
様
式
を
も
つ
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
英
国
首

相
と
な
り
、
他
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
七
カ
国
首
脳
会
議
）
諸
国
の
首
脳
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕
生
当
初

は
ト
ラ
ン
プ
批
判
を
行
っ
た
も
の
の
、
最
近
で
は
あ
ま
り
ト
ラ
ン
プ
批
判
を
行
わ
な
く
な
っ
た
。
加
え
て
、

欧
州
の
市
民
の
間
で
も
排
外
主
義
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
目
指
す
考
え
方
の
人
々
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
、

リ
ベ
ラ
ル
な
世
界
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
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